
 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



こ
の
敬
願
寺
文
書
と
濃
北
一
覧
は
ほ
と
ん
ど
内
容
が
同
じ
で
、
敬
願
寺
は
嘉
永
五
年
、
濃
北

一
覧
は
嘉
永
四
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
濃
北
一
覧
は
文
中
に
「
嘉
永
六
年
ま
で
」
と
あ
る
の
で
、

敬
願
寺
文
書
が
濃
北
一
覧
の
元
本
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
最
初
に
由
来
が
書
い
て
あ
り
、

大
屋
氏
（
山
口
才
三
郎
）
の
こ
と
が
中
心
に
書
い
て
あ
る
わ
け
が
わ
か
る
の
で
、
濃
北
一
覧
で

は
な
く
こ
ち
ら
を
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
こ
の
原
本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

  

な
お
、
鷲
見
の
大
屋
氏
は
そ
の
後
、
鷲
見
大
屋
と
名
乗
り
、
そ
の
家
系
は
か
な
り
古
い
。 

こ
れ
は
鷲
見
に
あ
る
墓
で
、「
改
名
従よ

り

山
口
才
三
郎 

 

四
十
六
世 

釋
願
良
」
と
書
い
て

あ
る
。 

 

 


